
【動作設定】
■ 動作設定とは？
・ON／OFF出力タイプのセンサにおいて、『出力動作を選択・設定すること。』を動作設定といいます。
この動作設定を、少し細かく正確に表現すると、“出力動作設定”となります。

・光電センサ（距離設定反射型および、特殊なタイプを除く）、ファイバセンサ、レーザセンサでは、動作設定により入光
時ONまたは、非入光（遮光）時ONのいづれかの出力動作を選択・設定します。
（入光時ON、非入光（遮光）時ONが別機種になっているタイプを除く。）

・近接センサ（一般的に、アンプ分離型の場合）では、動作設定により接近時ONまたは、離れてONのいづれかの出力
動作を選択・設定します。

 

（接近時ON、離れて時ONが別機種になっているタイプを除く。）

①

 

小型ビームセンサCX-400シリーズでは、動作切換スイッチで動作設定を行ないます。

・小型ビームセンサCX-400シリーズではボリウムという電子部品をON/OFFの“スイッチ”として使用しています。
ボリウムは、回転角度（回転位置）に応じた抵抗値が得られますが、CX-400シリーズでは、ボリウムを時計方向

（CW）または、反時計方向（CCW）に回し切った状態で使用します。
回転角度（回転位置）の途中の位置（特に、真中付近）で使用すると、製品のバラツキにより入光時ONまたは、非
入光（遮光）時ONのどちらになるか不定となります。

② 超小型レーザセンサEX-L200シリーズでは、出力動作切換入力線の処理で動作設定を行ないます。

■ いろいろな動作設定方法と注意事項
・動作設定は、センサの機種・シリーズによりいろいろな異なる方法が採用されています。
単純な動作切換スイッチによる動作設定（例：FX-400シリーズ）では、特に問題はないと

考えられますが、ここでは注意が必要な機種、シリーズについて解説します。
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・超小型レーザセンサEX-L200シリーズでは動作切換入力線を、＋Vもしくは0Vに接続したり、開放にして動作設定

を行ないます。

・この動作切換入力線を0Vに接続して使用していた時、入力線が“断線”すると、入力線が“開放”されることになり、

出力が反転しますので、断線しないように注意する必要があります。

・また、動作切換入力線を“開放”して使用していた時、入力線が“0Vに接触”（例えば、アースを取った装置の筐体に

接触）すると、出力が反転しますので、接触しないように絶縁処理を施す必要があります

③

 

デジタルファイバセンサFX-500シリーズでは、モードをL/Dモードにして、設定ボタンの操作で動作設定を行ないます。

（設定方法の詳細は、カタログ、取扱説明書などでご確認願います。）

④

 

デジタルファイバセンサFX-100シリーズでは、ON/OFFボタンでティーチングを行ないます。この時、動作設定が同時

に自動的に行なわれます。また、ティーチング後に、モードをSETモードにして動作設定を切り換えることも可能です。

・例えば、透過型のファイバヘッドを使用して、ワークを検出したら出力をONにしたい場合、

ワークを置いて

 

ONボタン
ワークを取り除いて

 

OFFボタン
を押すと、しきい値と動作設定が自動で行なわれ、出力動作は
遮光時ONに設定されます。

・上記の操作を逆にすると、すなわち、

ワークを置いて

 

OFFボタン
ワークを取り除いて

 

ONボタン
を押すと、しきい値と動作設定が自動で行なわれ、出力動作は
入光時ONに設定されます。

・この考え方は、ミラー反射型や反射型でも同様で、ワークがある時にONさせたいのか？OFFさせたいのか？を考え
ればよく、ワークがある時、ない時のどちらの方が入光量が多くなるのか？ということは、考える必要がありません。

（注）№107：出力動作の用語解説も、併せてご覧ください。
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